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 「STOP！熱中症 クールワーク 」  

熱中症対策について、北海道労働局 労働基準部健康課 ⼗倉正直 課⻑に伺いました。  
 

「北海道における仕事中の熱中症発⽣状況は?」 
⼗倉課⻑：全国で⾒ますと休業４⽇以上の労働災害は827件、内死亡災害は30件です。全国的な

傾向としては、2018年以降、熱中症による災害が増加傾向です。そして、北海道内
においても同様に増加傾向となっています。北海道労働局では、独⾃に休業１⽇以上
も集計していますが、こちらですと昨年は30件でした。また、今年は急に気温が⾼く
なる⽇があり、7⽉14⽇現在で昨年は３件の発⽣だったところ12件となっており、今
後も、熱中症のリスクを意識して欲しいと思います。過去には死亡者数全国第⼀位の
年もありました。 

 
「熱中症予防について、現在の取組を教えてください」 

⼗倉課⻑：厚⽣労働省では平成29年から「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」を、全
国的に展開しております。キャンペーンの実施期間は、令和5年5⽉1⽇から9⽉30⽇
まで(4⽉準備期間)7⽉、8⽉は熱中症の発⽣が⼀番多い時期となることら、7⽉を重
点取組期間として 各事業場で熱中症対策が取られるよう周知啓発を⾏っていると
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ころです。   
「熱中症事例の収集と情報発信について教えてください」 
⼗倉課⻑：熱中症に限らず同じ災害の再発防⽌を図るうえで⼤切なのは災害事例の収集とその情

報の共有です。北海道労働局では、休業1⽇以上の熱中症の事例をホームページに掲
載し、広く事業者や関係団体等に情報発信を⾏っています。 

「熱中症対策実⾏計画については」 
⼗倉課⻑：令和5年5⽉30⽇、「熱中症対策実⾏計画」が閣議決定されました。 

            熱中症は全ての世代の国⺠の⽣命や⽣活に直結する深刻な問題だとの視点で、社会全
体で2030年に向けて、熱中症による死亡者数（5年移動平均死亡者数、令和4年の移
動平均は1295⼈）を現状から半減することを⽬指し、国、地⽅公共団体、企業など
の事業者、国⺠が連携、協⼒して取り組んでいくため、それぞれがどのように取り
組んでいくかなどが盛り込まれた計画です。この中で、「職場における熱中症対策」
については、わたくしども労働局、労働基準監督署が事業者へ暑さ指数の把握や活
⽤、異常時の措置、労働者への教育などに事業者が取り組んでいただくよう周知啓
発、指導を⾏っていくとされています。また、事業者については、熱中症の取組、
国や地⽅公共団体への協⼒、連携をしていただくよう努めることが盛り込まれてい
ます。 

「最近⽿にする「暑さ指数」の活⽤とはどういうことですか」 
⼗ 倉 課 ⻑ ： 暑 さ 指 数 と は 、 ⽇ 本 語 で は 「 湿 球 ⿊ 球 温 度 」 で 、 英 語 （ Wet Bulb Globe 

Temperature）の頭⽂字を取って「WBGT」と⾔っています。これは、⼈体と外気
との熱のやりとり（熱収⽀）に着⽬した指標で、湿度、ふく射熱などの周辺の熱環
境、気温を取り⼊れて、数値で表します。皆様も⽿にされている「熱中症警戒アラ
ート」もこの暑さ指数が⽤いられています。職場においては、暑さ指数を計測する
暑さ指数計で暑さ指数を把握し、暑さ指数が基準値以下になるよう対策を講じるこ
ととなりますので、まずは、この暑さ指数を把握していただくことが第⼀歩です。
また、職場においては、作業の負荷や服装によって暑さ指数の基準値を補正するこ
とが必要ですので、作業内容や作業環境に応じた対策が必要です。 

「労働者が気を付ける点はありますか」 
    ⼗倉課⻑：クールワークキャンペーンでは、「実施要綱」を定めており、この中で事業者が実施

していただく事項がありますが、この中で特に知っておいていただきたいのは、⼀
般的に⾔われていますが、まずは、⽔分と塩分の定期的な摂取は重要です。⽔分を
補給していても、排尿の回数が少ない、尿の⾊が普段よりも濃い状態は体内の⽔分
が不⾜している可能性があるので注意が必要です。このほか、朝⾷の摂取、睡眠不
⾜、前⽇の多量な飲酒、体調不良などが熱中症の発症に影響を与える恐れがありま
すので、健康管理も⼤切です。また、暑熱順化と⾔っていますが、急に暑くなった
ときに負荷の⾼い作業を⾏うとリスクが⾼まりますので、暑さに慣れるには７⽇以
上かけて熱に慣れていくことも必要です。また、これから夏休みの期間ですが、熱
に慣れている状態が中断すると4⽇後には暑熱順化の顕著な喪失が始まるとのことで
すので、休み明けに負荷が⾼い作業を⾏うのは避けるなども必要です。体調不良な
どがあった場合は、作業を中⽌して、病院を受診するなど早めの対応をお願いしま
す。 



3 
 

「第 14 次労働災害防⽌計画」解説セミナーを実施しました 
2023 年 4 ⽉〜 2028 年 3 ⽉までの 5 年間を計画期間とする「第 14 次労働災害防⽌計画」が策

定されました。そこで、7 ⽉ 25 ⽇、北海道労働局労働基準部安全課 主任安全専⾨官の衲 裕美さ
んを講師に招き、「第 14 次労働災害防⽌計画解説セミナー」を開催しました。会場とオンライ
ンのハイブリッドで開催し、後⽇ YouTube で配信する予定です。 

 
 

「カスハラのない社会・職場をめざして」 

■ 道議会6会派（⾃⺠党・道⺠会議、公明党、⺠主・道⺠連合、共産党、北海道結志会、維新・⼤
地）の皆さんに当センターのカスハラアンケート調査結果を説明しました。 
(左から⾃⺠党・道⺠会議、公明党、⺠主・道⺠連合の議員との意⾒交換) 

 
■ 当センターのカスハラアンケート調査結果が新聞やテレビでも紹介されました。 

TVｈ、HTB、FNN、Yahoo！ニュースで当センターの資料を基に制作された「カスハラ特集」
が報道されました。 
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研修会・⼤学寄付講座が開催されました。 
■  情報労連 拡⼤合同幹事会で、カスハラ研修会で講演（7 ⽉ 9 ⽇ 札幌市ホテルミリオーネ） 
「あなたの職場のカスタマーハラスメントを考える」を開催しました。カスハラの実態や労働者に

対する影響、ならびに経済的損失を解説しました。また、東洋⼤学桐⽣正幸教授が作成した「カ
スハラ プロファイリング・メソッド」も使⽤して、カスハラ加害者の特性と対応について学びま
した。 

  
 

■ 北海道中⼩企業家同友会の研修に参加しました（7 ⽉ 11 ⽇札幌市北区⺠センター） 
テーマは「ChatGPT、Google Bardの使い⽅」。経営や業務などについてどのように利⽤するかを
具体的に学習しました。特に定型業務に関しての説明があり労働時間の短縮に繋がる内容でもあ
りました。 

 
 
■ 国⽴⼤学法⼈室蘭⼯業⼤学で寄付講座 （7 ⽉ 12 ⽇） 
「平和学〜労働問題からのアプローチ〜」というテーマでオンライン講義をしました。受講⽣数
は192名で、講義後半のチャットによる質問コーナーでは多数の質問を寄せられ、再度、対⾯授
業をすることになりました。 


